






川崎病の病因についてはリケッチャ,溶連菌その他諸説が唱えられているものの未だ不明

な状態にある。 

本症が報告されて既に 14 年になり,本症罹患の既往を有する児童が次第に思春期から成人

を迎える時期に来ている。我々の剖検例を中心とした検索からは,既往症をもつ児童が他の

疾患や事故死した症例に何らかの血管病変が存在したことを思わせる所見がみられた。し

たがって,既往をもつ児童には今後様々な問題が起る可能性があることを念頭におかねば

ならない。それには,血管壁の変化に伴う血栓形式,冠状動脈内腔の狭小化による虚血性心

病変,それに冠状動脈硬化症などがあげられよう。      

そこで,今回は Candida albicans MCLS-2 株を用いてマウスに川崎病類似病変を作成して

いる我々の実験から,動脈炎の時間的経緯を観察し,川崎病症例の血管炎との相関をみ,後

遺病変について考察することを目的とした。 


